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U.S.S酬ムTE(1976)にも述べられているように衛

星映像は地質･資源･環境･地図校ど多方面にわたって

利用できるものである.世界の全陸地にわたって小

縮尺の地図としての役目を充分に果たしこのような映

像デｰタが得られることは地図の全くない地域にとって

は地表面に関するかけがえのない情報である.日本の

ようなところでは表紙の地域ほど地質情報を直接映像か

ら得られるところはきわめて少校いであろうが世界的

にみると大構造の認識や活断層の発見新たな地質学的

視野の展開につながる期待が大きいものと考えられる.
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アイスランド

ヘイマェイの噴火切手

P.⑬.

1963年11月から66年6月までの2年半にわたりアイスランド

の南方ヴェストマン群島の南西に海底噴火が起こりスルツェ

イ島が誕生したことはよく知られている.その活動はほぼ

N35旭の方向を示すものであった.それから6年経った1973

年1月今度は群島最大の島であるヘィマェィ島(Heima･y)

のフュルカフェル火山で同じ北北東一南々西方向で延長約2

kmにおよぶ割れ目噴火か起こり約6ケ月続いた.フェル

カフェルは5～6,000年前に噴火した火山と考えられている.

島の港であるヘイマェイは島の東北部にありアイスランドの

水産物の20-25パｰセントを水揚する漁港である.噴火力茎始

ったのは1月23目午前2時頃で北側山腹に数十の小火口が活

動をはじめその先端は海にまで達していた.活動は溶岩噴泉

(la∀afOmtain)の形式で次に溶岩が流れ始めた.当時

ヘイマェイには約5,400人カミ住んでおり割れ目からわずか

30軸の所に家があり割れ目は町のすぐ棲を走っていた.

ただちに住民の避難カミ決定され1時間で救援機か到着し5

～6時間で移転がほぼ完了したカミ300～500人カミ残留した.1

月の終りには割れ目の両聯の活動が弱まり中心噴火の形をと

るようになったがこの頃は溶岩のために73軒の家カミ埋まり

39軒が焼失した.新火山は次第に高くなり2月初めには200

mの高さとなりフェルカフェルとほぼ同じに泣った.はじめ

溶岩の成分はハワイの火山に似たソレイアイトであったが2

月に入るとスルツェイ島と同じアルカリ撤橦石玄武岩に近づい

て来た.2月8'目には港へ溶岩が180mと迫ったので溶岩

に海水を注いで方向を変えようとした.結果的には港が溶岩

によって使用不能となることは避けられたが3月には流出し

た溶岩の量は約1億5千万血3島の面翻辛L7km呂疹くなった

と見積もられている.

6月に入ってから噴火は静まったが最終由には町の1,100戸

のうち400戸が溶岩により埋められた.

切手は1973年10月ユ8目にデンマｰクとグリンｰランドで同一図

案による付加金付切手カミ発行されたホアイスラントではそれ

より遅れて2年目の1975年1月23目に20krと25krの2種添

発行された.20krには初期の割れ目噴火の火のカ牛テンが

25krには中心噴火の様相が面かれている.�



一59一

:地学と切手1

感じなかった.都の学者達はみ祖不思議に思っていた

ところ数目後駅伝で髄西の地に地震があったことを

知らせて来た.そこで人々はみなその玄妙な働きに感

服した.それから後は天子が史官(訳注･記録を主と

して典籍巫子天文祭祀等を司る官職)に命じて

地震の震源の方向を記録するようになった｣

世界最初の地麗計

倮�

中国が地震の予知に非常に熱心であり地震予知に関

する目中の交流も行なわれている.その中国は世界で

最初に地震計を製作した国である.

中国の地震計は紀元132年張衡によって作られたと

いう.張衡(AD78-139)は後漢の章帝の時代に河南

省の名門に生まれ天文･陰陽･暦算に通じ天文書で

蓋天論を説いた｢霊憲｣1巻を表わした.また若い頃

から文章に長じ賦の作家として当時から有名だった.

｢西京賦｣｢東京賦｣｢南都賦｣｢思玄賦｣祖といずれ

も文選に収録されて有名であるが詩人としてもその作

品は中国七言詩成立途上のものとして注目される.

彼は科学者として澤大儀や侯風地動儀を作った.後

漢書列伝の中に次のように書かれている(以下はほとん

ど浅沼俊夫･泉水巌自然科学と博物館∀ol.271960

張衡の侯風地動儀による).

国立自然科学博物館では上記の記事を参考にして模型

を製作展示した.内部の機構に関してはいろいろ議

論はあるか萩原尊礼博士が倒立振子を使用していただ

ろうとの考えで製作したものを収めてある.

重心の非常に高い不安定な倒立振子を水平盤上に立て

たもので地面が動くとほんのわずかの動きでも不安

定なためにこの倒立振り子は倒れ八方にある竜の口に

通じている横棒を突くので竜の口にくわえられている

銅丸が押し出される.そしてその下にあるがまの口

に入るようにたっている.おそらくこのがまは銅丸が

おち込むと音がするように作られておりその音をきい

て地震のあったことを知ったのであろうと思われる.

実物の大きさは後漢書に径八尺(現在の約2m)とあ

り相当大きなものカミあるが展示されているのは直

径約34cm高さ約37cmである･中国においても模型

が作られ内部構造についていろいろと推測されてい

る.

この地動儀は実物も絵もないので文章の解釈や想像

の違いによっていろいろ復元のしかたカミ変りうるわけ

であり現在の知識からいえば地震計というよりも感震

計というべきかも知れないが中国においても内部構造

が論議され模型が作られているのは前述のとおりであ

る.

｢陽嘉元年(訳注･紀元132年)また侯風地動儀を作っ

た.鋼製で径八尺蓋は隆起して酒樽に似ており象学

や山亀鳥獣を彫ってある.内部には都柱(訳注･大き

な柱?)と八本の横桁があって開閉機を押えている.

外側には八匹の竜の首が鋼球をくわえておりその下に

がまがいてこれに対している.その巧妙な機械部分は

みな樽の中にかくれて蓋がぴったりしまっている.

もし地が動けば竜の機械が動いて玉を吐きがまがこれ

を口に受ける.その音がはげしく放れば人が地震の

あったことを知りひとつの竜だけが玉を吐いて他の

竜カミ動かなければその方向に地震のあったことが分る.

これを実地にためしてみたところぴったり符合した.

こういうことは古い書物にはどこにも書いていなかった.

かつてひとつの竜が動いたが人々は地が揺れたことを

明治8年に服部一三(嘉永4年山口県生まれ明治2

年渡米明治8年8月帰朝し東京大学法学部長を経て

貴族院議員)が列伝の文章から想像して画家に書かせた

ものであると云う絵がある.科学博物館で製作された

模型の外形はこの絵によっている.

一方竹内均訳｢一般地質学｣第3巻にロンドン科

学博物館とされた絵があるが両者は同じものである.

張衡は1955年に古代科学者第1次の4人のうちの1人

として切手が発行され地震計の方は1953年偉大なる

祖国第4次中国古代発明4種のひとつとして発行され

た.こちらは地動儀･記録地震儀器･(公元132年)と

記されている.他の3種は指南針記里鼓車潭儀

である.�


